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Abstrac Recntly archeolgical and enviromtal studies led to the 
discovery of the Yangtze civilization in theYangz valey, China; whic 
devlop an urban revolution based on pady rice cultivation at 
early times. This discovery promts to questions such as what are the 
georaphical charcteristics of the city, what wer the conditons for 
ancient irigated pady fields and if those sytem contiued until 
today, disapeared, or wer modifed to some extent. 
The main objective of this study is to compare trends of arel 
changes in the uper, midle and lower reachs of the Yangtze river, 
and to corelate them with modern problems from an enviromtal-
historical viewpoint. Special consideration was given to the evolution 
of the irigation sytems. The presnt paer is focused in the Cheng-
du plains of Yangtze river, Sichuan Province. The field survey was 
done in the region around Guanh including Sanseitai ruins, the most 
typical early ancient city. 
Key words: Envirometal history, Yangtze valey, Chengdu plain, 
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はじめに
中国の長江流域は， H 本列島を横にして重ねてもさらに余りがあるほどの長
大な世界である．この流域において，近年考古学や環境考古学の研究成果とし
て，きわめて早期の段階から都市文明が誕生していたことが明らかにされ，
「長江文明」として注目を集めてきた 1). G ・チャイルドはかつて，西アジアに
おける考古学的証拠にもとづき「都市革命」 2) という概念を提唱し，「文明」の
起源について示唆した．「長江文明」の発見は，そのような都市革命が東アジ
アの畑作を主とした黄河流域だけではなく，稲作を甚調とする長江流域におい
ても過去に存在したことが確認されたのである 3).
長江流域におけるこのような「長江文明」の発見は，「文明」発生以米の人
間と自然との変化する関係について考察しようとする際の基点が明示されたと
いう意味でも，大きな意義がある．今H の社会は巨大都市文明の急速な発展を
もって特徴づけることができるが，一方ではそれを支える経済活動が生みだす
環境問題深刻さは文明史的な課題となってきている•>. その意味で都市文明の
発生地の環境を理解し，そこから急変する今H の都市化社会を見通し，人間活
動と自然環境との相互的な関係の変化を明らかにしていく作業は，いまわれわ
れが取り組むべき重要な研究テーマの一つであると言えるであろう．巨大都市
文明を先行的に生みだしてきたアメリカにおいて，現代の課題を意識した環境
史研究の新分野が登場し，さらにヨーロッパや日本においても深い関心が払わ
れるようになってきた所以である列
本研究は以上のような認識から，中国の長江流域を対象として，初歩的な
「環境史」を試みようとするものである．冒頭に述べた長江流域の都市革命は，
その上流，中流，下流のそれぞれの地域で発生したことが明らかになっている
が，本稿では長江上流部において早期の都市文明として最も注目されてきた三
星堆遺跡を含む，四川省成都乎原の事例について検討する．
具体的には，稲作空間としての成都乎原における早期都市（三星堆遺跡）の
立地，およぴその衰退後に中心性を強め今B まで持続的発展をとげてきた成都
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図 1 研究対象地域
市の存在に着目しつつ，同平原の環境史の一端を 「灌漑水利技術」の側面から
明らかにしたい．灌漑水利技術， とくに伝統的に形成されてきた灌漑水利は，
稲作文明社会発生以来の人間活動と土地自然とのかかわり合いの変化を考える
うえで重要な指標である．もちろん，ここで「伝統的」灌漑水利とはいっても
「三星堆迫跡」が成立した当時の状況に直接目を向けようとしているわけでは
ない．それは不可能である．革命後の中国農村において水利の基盤整備が行わ
れた影響を取り除いてみた場合の姿を， さしあたり「伝統的」水利として探っ
てみたい．革命以前の伝統中国の末端の姿には，私たちが想1象する以上に古い
時代の姿が，残されていたように考えられる列 そこからはるか彼方の稲作の
展開と都市とのかかわり合いの一端を考える手がかりを得ることができるかも
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しれない．一方そうした伝統的灌漑水利が今Hに至る過程でどのように変化し
てきたかを探ることによって，対象地域をめぐる社会の動きと環境とのかかわ
りあいの変化の意味について理解することができるであろう．
以下本稿では，まず三星堆文明についての概略的な問題整理とその拠点とな
った早期都市（三星堆追跡）の成都平原への位置付けを行い，次に同遺跡の立
地と周辺の状況を明らかにし，最後に同遺跡周辺の伝統的な灌漑水利の特徴と
変容のプロセスに見られる特徴およぴ今Hの状況について考察する．
I. 成都平原と三星堆文明
l. 文明 •
は • 中国古代文明の謎ー史実としての「三海経」一』
において，三星堆遺跡について次のように紹介している．
「三星堆遺跡は，ほぼ同時代に黄河流域で栄えた殷王朝前期の都とされる，
鄭州二里岡遺跡と比べても遜色のない規模であり，遺物の数々は同時代の
殷文明のものと全く異なる様相を見せている．さらに，発達した青銅鋳造
業，玉器産業，錬金業，巨大な城壁都市およぴ複雑な宗教体系などを供え
ることから，一つの大文明が存在したと考えられる．そこで，この文明を
「三星堆文明」と呼ぴたい．」（徐198a : 12).
また，同書に準備された年表によれば，この文明は蜀の時代に対応したもの
である．すなわち，
成都乎原における新石器時代 (B.C30) に，まず最初の農耕文化が誕生
し，夏代 (B.C210) に三星堆文明がスタートし，殷代前期 (B.C150)
には都城の建設がはじまり，さらに殷代中期から末期をへて，西周前期
さん(B.C850) に蜀国が全盛を極めていった．この間の古蜀国の担い手は「盃
属」濯篇」「、蘭点」といった王たちであった． しかし西周前期には一方で，
成都地区において杜宇族が成長をつづけ，西周の中期に至ってその杜宇が
三星堆を攻め蕗とし，以後政治経済の中心は三星堆から成都地区に移り，
杜宇は蜀王を名乗り，蜀文化は最盛期を迎えた．また春秋時代 (B.C
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70-) には，杜宇は開明（藤薔）王朝に後退するが，一方で巴文化の成
長に伴い，巴蜀の文化時代となり，さらに戦国時代 (B.C403-) に至っ
て，秦の恵文王により，開明王朝は減ぽされた (B.C316).
以上が，徐氏によって明らかにされた三星堆文明の特徴とその衰退の概略で
ある．つまり，三星堆遺跡が所在した地区において，今日より約50 年前から
30 年前までの期間，すなわち新石器時代晩期（紀元前30 年頃）に定住農耕
文化が出現し，新しい文明が誕生し，古蜀国の文明が創出された．蘇 (204 : 
85-6) は，この遺跡において，「50 年前の原始文化と 30 余年前の古蜀，古
広漢文化のつながり」が浮き彫りにされている，と総括している．
その文明の特徴を， もっとも象徴的に表したのが， 1986 年8月，城内の二基
の器物坑から発見された，高さ 2 メートル以上の銅立人像と幅 1 メートル以上
もある突目人而青銅器，青銅神樹，面具，頭像，それに，黄金マスク，金杖，
象牙，海貝，玉器など，千点を超える文物類であった．そして，こうした文物
が出土した三星堆遺跡の面積は約12 固におよぴ，中心区域には 3畑の広さを有
する東，西，南三面に城壁をもつ古城（城壁都市）が存在していた. 30 年前
のこうした大規模な都市の存在は，河南省の鄭州にある商城（中原王朝早期の
王都）を除いて，全国的にもきわめて少ない（焚198 : 12). 
それでは，このような都市革命が起こった成都平原とはどのような自然環境
の地域であろうか，またこの平原のどのような位置に，どのような意味をもっ
て古蜀王国の中心が築かれたのであろうか．さらに文明の中心地の移動を引き
おこした理由として，平原の環境条件との関連でどのようなことが考えられる
であろうか．
2. 成都平原における文明中心の移動
以下にいう成都平原は，今日の成都市周辺の範囲ではなく，成都盆地内の西
部平原区（川西乎原）と呼ばれる地域を指している（図 1参照）．この地域は
第四紀以来（とくに更新世の期間に），青蔵高原の一部分をなす四川西部の地殻
上昇と逆に相対的な沈降がおこり，厚さ 30-50m の第四紀層が形成された
東西80km, 南北20km に及ぶ範囲である（丁192, 李192). 平原形成の特徴に
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即していえば，眠山西麓から流出する眠江と，龍門山から流出する油江，石亭
江，綿近河等の諸河川がつくる扇状地が合成されてできた地形である．
しかし，この平原の水利環境からみれば，眠江がつくる成都扇状地とその北
側につづく諸扇状地間には大きな差異が認められる．前者は単独型の典型的か
つ大規模な扇状地である．これに対して後者は複合扇状地としての性格が強く，
しかも全体的としては扇端部が閉塞した逆三角形状を呈している．扇状地上に
発達する中心地（県城）の分布をみても，成都扇状地上には成都，双流，温江，
那県，新津，新都，崇慶等がほぽ均等な空間的配箇をみせているが，その北側
につづく複合扇状地上の彰県，什祁，綿竹，徳楊，広漢等の場合はきわめて不
規則である（丁192).
したがって，成都乎原を構成する扇状地は，概念的には正の三角形（南側）
とそれを逆にした三角形（北側）の二つから成りたっているとみることができ
る．人間活動に欠かせない水との関係からみると，両者の差拠は明らかである．
まず，乎原北部の複合扇状地の場合， i前江，石亭江，綿近河等の諸河川が下流
部において合流しており，このことが南側の金堂付近からの淀江の形成に結ぴ
ついている．泥江は，綿近河が金堂付近で青白江と砒河（成都扇状地の分流河
川）を合流させ，そこから長江に至る区間の河川名称である．『四川百科全書』
によれば，詑江は水拭と水深に恵まれ，長江との間に船舶の航行が可能な河川
であり，また沈江の "lt" とは「船の停泊できる入り江」 6) を意味する．すな
わち，成都乎原北部の複合扇状地河川の合流点付近は，扇状地河川一般にみら
れるような河況が大きく変化するところではなく，逆に水運に好適な環境が形
成される始点に近い位笛にある．三星堆遺跡（広漢市）は北部乎原に発達した
諸県城のうちもっともその利点を享受しやすい位固にある．
これに対して，扇項部を中心にその支派川が末広がりに展開する乎原南部の
地形が成都扇状地である．眠江の扇状地形成作用が如何に大きなものであった
かは，かつてリヒトホーフェンも，アルプスの最高降であるモンプランの高さ
以上のところから流出する菜大な量の岩屑によるものである， と注目している
（能訳1943: 408). この巨大扇状地は，蜀が秦の恵文王によって滅ぼされたあ
と，昭襄王の時代（在位前306- 前251 年）に，蜀郡守であった李泳が眠江の治
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図 2 成都平原の概念図
左側：眠江が形成する単独型扇状地 右側：泥江の支流が形成する複合扇状地
矢印は，成都乎原における文明中心地の移動方向を示す
水に乗り出してから，その土地資源としての意義を本格的に発揮しはじめる．
すなわち扇項部への“都江堰”建設よって，眠江の制御に成功し，これによっ
て扇状地の治水と灌漑条件が格段に改善され，中国有数の水田地帯を形成する
原点となった．
以上のように，成都平原は南北間で対照的な自然地理的特色をもつ扇状地に
よって構成されている．図 2 はこうした平原において三星堆文明（古蜀国）の
中心地，およぴ杜宇の時代を経て今日の成都地区にその中心が移動（彰207)
していったことを重ね，概念的に示したものである．
図 2 をもとに以下のような考察が可能である．第 1 に，蜀国の最初の拠点が
平原の北部に生まれ，その後秦の支配下に入る前後から成都がこの平原の中心
となった．換言すれば，開発の前提となる社会・技術的な条件が整う以前の段
階では，成都扇状地のような典型的な（とくに扇央部の発達した）扇状地の場
合，水利開発を伴う土地開発は大きく制約されていたと言える． 日本において
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も，黙部川扇状地が前田藩の登場によって全面的な水田化に結ぴついた事実が
良く知られている（籠瀬1981).
これに対して，平原北部の複合扇状地はそれぞれの規模が小さいだけでな<'
各河川が収倣するように集まる形で扇端部を構成している．このため，三星堆
一帯は平原南部の成都扇状地と異なり大洪水に見舞われる可能性が比較的低く，
大河支流の水を利用する灌漑活動が活発に繰り広げられていた（徐198 : 13). 
早期都市の立地を可能にした自然的理由である，と見ることができよう．
第 2 に，その位閻が当時の重要な交通拠点をなしていた，泥江に隣接してい
たことも見逃すことができない．中国の古代にあって，殷代には，河川流域に
居住する部族集団が各々河川を祭祀し，犠牲を沈めて凶作・洪水などの自然災
害を回避していたこと，また春秋諸国が地域集団の守護神として河川祭祀を行
っており，河川祭祀を通して流域の諸邑が結合してゆく経過が窺える（鶴間
1984). 巴蜀の時代においても，人ぴとの生活環境がすべて江，河，湖泊と分
け離すことができず，船は彼らの生活，交通の重要な道具や「住居」であった
（陳20) ことなどに鑑みて，泥江に近接した三星堆の位置は重要な意味を持
ったであろう．『管子』乗馬篇にも，「凡立国都，非子大山之下必子9 川之上．」
（柾注釈20: 2) という記載がある．こうした点を合わせ考えてみると，三
星堆における早期の都市の建設は，河川に着目して計画されたことを窺うこと
ができる．
第 3 に，広漢の地に栄華を残した古蜀国の都が，杜宇の時代にいたって今日
の成都方面へと移ることになった理由は何故か．このことに関して郭 (193 : 
9) は，杜宇，開明の両時代の成都平原は小規模の畑地や水田，池沼が交錯す
る農業地帯であったが，この時期は洪水氾濫期に入っており，地域の洪水対応
が大きな課題になっていたことを示唆している．この主張は注目されてよい．
なぜなら，三星堆文明の衰退以後の杜宇，開明の両時代はまもなく秦の影響に
よって終焉し，成都平原の南部では眠江が作る成都扇状地の治水がはかられ水
利開発が本格化してゆくことになるからである．前述した戦国秦による都江堰
の建設はその完成されたものと推察される．都江堰建設について成都乎原の地
形環境を踏まえ詳細な史的考証を行った大川 (202) は，その結果として成都
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扇状地においていち早く「面」としての開発がすすめられたことを明らかにし
ている な って •
が開発拠点として成長していった． したがって環境史的に言うならば，成都乎
原における文明の中心地の移動は，扇状地と人間とのかかわり合いが新しい段
階に移行する過程での出来事であったと理解することができる．かくして成都
平原全体の中では，以後当分の間，灌漑水利に関しては成都を中心とする南部
が優越し，三星堆文明が生まれた北部は旧来の灌漑水利を本格的に展開するこ
となく存続したものと考えられる．
I. 三星堆遺跡周辺の自然環境と現代農村の概況
「i又艮志編纂委貝会 (192) が作成した『「i又具志』によれば，広漢市の南
興鎮三星堆周辺一帯には，約450 年前に古蜀国の先住民が居住し，農耕を営み，
古蜀文化を形成し，蜀国の政治，経済，文化が栄えていた．
紀元前201 年（西漢高帝 6年）には広漢県が置かれたが，この地域は維水
（鴨子河）が県境を流れているのに因み維県とも呼ばれてきた．紀元
1260-8 年には“漢州”と称され，什賢，徳陽，綿竹の 3地域を領していた．
しかし1687 年にいだって単独の州となり，その後成都府に隷属する時期があっ
たが， 193 年には漢州を改め広漢県となった．現代に入ってからは1983 年に徳
陽市広漢県となり，その後198 年に同市の県級の市となり今Hに至っている
(1? 又市衣村分杖笈展規則題絹198).
1. 三星堆遺跡の立地
三星堆遺跡は現在の広漢市に位置する．現在の広漢市は総土地面積548.km'
の地域であるが，東部の丘陵地帯を除いて，大部分が平原地帯 (91.%) から
なる．広漢市の平原部は，海抜高度が51m-453m の範囲にあり，西北が高
＜束南に緩やかに傾斜した地形をなしている．市の中心部（旧県城＝維城）は
海抜約476m であるが，市の西側に位置する三星堆遺跡は480m-490m と標高
が高く，そこから市域束部の石亭江と綿近河の合流点付近に最低所がある．遺
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図 3 広漠市西南部地域の表層地質と地下水分布状況
1 河流沖積層（砂礫層） 2 沖積層（上部：砂質粘土，下部：砂礫層）
3 洪積層（上部：砂質粘土，下部：砂礫層） 4 洪積層（上部：カルシウ
ム質砂質粘土，下部：砂礫卵石層又は泥砂礫層） 5 豊水期地下水等深線
6 三星堆遺跡周辺（図 4の範囲）
（『四川省「i又地区水文地版工程地航綜合勘察振告』により作成）
跡周辺は扇状地であり，この様子は広漢市の西南部（鴨子河～深励河間周辺）
の表層地質と豊水期（雨期）の地下水の等深線分布状況を示した，図 3 からも
読みとることができる．
四川省地厭げ戸局・成都水文地版工程地版秋 (1983) によれば，三星堆追跡
付近の表層の地質は全体的に 0-3m の粘土質砂土あるいは細砂土からなり，
各層が河岸に沿って帯状に分布し，降水や地表水の補給を受けやすい配固とな
っている．地下水涵養が容易な地域条件がここに認められる（図 3).
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図 4 三星堆遺跡周辺の地形
（現地調査及び現地で参照した地形図をもとに作成）
ただ，図 3 に示した地下水の等深線は豊水期の状況であり，渇水期の水位は
これより約 zm 低下するので，この付近で現在開発可能な地下水位は 3-5
m の深度であろうと考えられる．なお泥砂と砂礫層からなる含水層は，層厚
が20m 程度に達しているので，近年では台地上の水田に対して 15m 程度の井
戸を掘り，地下水を採取する傾向も見受けられる．
三星堆遺跡近辺の地形環境はどうであろうか．地形の特徴をより詳細にみる
ため，遺跡付近の大縮尺の概況図を手がかりに作成した図 4 を示す．
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闊 4 によると，西から東へ流れる鴨子河（上部）の南側に，中国語の几の字
のような形の馬牧河が低地を形づくっている（写真 4参照）．河床は図 4 の西
側で489m, 最低所である南東部付近の484m に比べると約 5 m の差がある．
周囲は段丘化した沖積面につづいて洪積台地が取り囲み，盆地状の構造を示し
ている．扇状地扇端部の高低差のある地形と馬牧河の組み合わせによって，独
特の地形環境が形成されている．
このような地形を巧み利用して，「古代蜀国」の城市プランが設計されてい
る．台地上には東西南面に城壁の跡を示す人工地形が残され（写真 1) ' これ
らと北部の鴨子河で囲 まれた範囲約12徊がそれである．三星堆追跡は台地上に
あり，馬牧河の低地に東面して存在するが，こ の付近から北側の月亮湾を結ぶ
線が三星堆城址の中心部と みられている （宋198).
なお，図 4 には，周辺の主な灌漑水路を加味しておいたが，水路が台地上に
配置されていることが読みとれよ
ぅ． これは用水を高所から徐々に
低地へと向かわせるやり方で水田
に供給しているためで，水田のは
とんどが自然流下方式で灌漑され
ていることを意味する． しかしこ
のような灌漑方式は，歴史的には
きわめて新しく， 旧来の水利の特
徴を示すものではない．当時の水
田は自然的な水利に恵まれた低所
に限られていたと思われる．
以上から，高度な三星堆文明
（古蜀国）の城壁都市の形成は，
治水および防御上の安全な場所
（扇端部）の複雑な地形を選び，
かつ水上交通上も好適な位置に行
なわれたこと が判る．このことは 写真 1 城壁の版築構造
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最古の文明のシンポルとしての都市の発生が，直接当該地域の稲作との関係だ
けでな<'河川を軸とした広域的なネットワークを形成することによって，か
つ戦略的理由のもとに開始されたことを物語るものであろう．
2. 現代農村の概況
現在，広漢市には19の鎮と 5つの郷， 267 の行政村，およぴ2479 の合作社が
置かれている．総人口は57. 万人で，そのうち農業人口は45. 万人 (78.9%)
を占める（徳陽統計年鑑， 19).
市全体の耕地面積は， 198 年現在で31,298ha である．田と畑に分けてみる
と，それぞれ27,98ha (8.%) と3,50ha (1.2%) で，典型的な水田地帯
である. 198 年の統計では総耕地面積が52.78 万由 (35,186.7ha) であり，こ
のうち水田の割合は86.47% であったので，耕地が減少する中で水田率がさら
に高まる傾向にある．畑地の減少傾向は水田以上に進んでいて， しかも現在は
間作で果樹を導入する動きや休閑地としている．
気候は年平均の降水祉872. 7mID, 年平均気温16.8 ℃, 10℃以上の積算気温
5,980.4 ℃，年平均B照時間196. 時間，無霜期間28 B, 5 - 9月の月平均気
温は連続20℃以上で，夏作物と中稲の栽培に好適な条件下にある．
水田の環境については“旱滞保牧＂．の能力が強いことが特徴の一つである．
“旱滞保牧”とは，「干魃にあっても水害にあっても豊作が保証される」という
ほどの意味で，農業用水の条件が整備されていることを示唆している．後に詳
細に述べるように，この地域の水田は，今日ではほとんどが都江堰の自流灌漑
区に包括され，利水面での問題は甚本的に解決されている．全市の灌漑面積は
46.7 万由 (31,.3ha, 93.4%) であり，そのうち“旱滞保牧”面積は42.91
万市 (28,60. 7ha, 8.3%) に達している (l又19). ちなみに，広漢市にお
ける水稲の生産抵は，毎年糧食総生産の65% 程度を占めているが，品種的には，
生産性の高い良質ハイプリッド品種を中心に，その穂数を増やし，穂重を高め
る なさ てき • 哀194).
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写真 2 三星堆博物館の看板
博物館に通づる道路は開館に合わせ
水田をつぶして舗装 ・整備された．
写真 4 城内を流れる馬牧河
小河川沿いの低地水田は古くから稲作
の場として重要な役割を果たしてきた．
写真 6 収穫作業
収穫作業は簡単な足踏み脱穀機を移動
しながら行われている．水利末端の圃
場作業の機械化は今後の課題．
写真 3 三星堆遺跡周辺の模型
右上の塔がみられるところが博物館，
その上部を流れる川が鴨子河である．
写真 5 鵜漁に向う農民
当地の鵜飼いは古代からの伝統とし
て続けられてきたといわれる．
写真 7 庭先での稲籾の自然乾燥
庭先に大きな荒を敷いて天日乾燥．
経済成長期以前の日本の農村でもこ
のような姿がみられた．
長江流域の環境史(1) 一成都平原の灌漑水利変容ー 10 
III. 三星堆遺跡周辺の伝統的灌漑水利とその変容
1. 成都平原における灌漑水利の 2形態
内田 (196) は，中国において古代から灌漑が発達した地方の中で，成都平
原は豊富な河川水を利用してきた地方として位漑づけ，灌漑施設の管理の実態
を詳細に報じている．だが，そうした状況は平原南部には該当するが乎原北部
においても伝統的に発展してきたことではない．むしろ，平原南部の成都扇状
巨 1 巨 5
ビ 2 戸 6
尼
訓 ＾ J//,?, ノノ
25km 
図 5 成都平原における 1950 年頃の灌漑水利の地域差（オ尻1947 を改変）
1 河渠灌漑 2 地下水灌漑 3 塘堰灌漑 4 渓流灌漑 5 冬水田
6 機械揚水 7 都江堰灌漑区境界線 8 成都乎原境界線
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地の場合とは明瞭な差異をもっていたことこそ，乎原北部に展開していた従来
からの水利の著しい特色であった列すなわち，比較的近年まで，眠江の水が
都江堰を経て灌漑される水田を“大堰田”，それ以外の水田を“小堰田”と呼
んで区別してきたのである．
大堰田とは安定した灌漑水が，自然流下式に水田に供給されるケースを指し，
小堰田とは不安定な利水条件を前提として，多様な水源開発がなされてきたケ
ースである（オ尻1947). 前者は河川灌漑を基調とした水田であるのに対し，後
者はその段階に達しない水源を基調とした水田，とみなすことができよう．生
産力的にも大堰田が小堰田に優る関係にあったことは言うまでもない．
そして成都乎原におけるこのような灌漑水利の空間構造は，同乎原を構成す
る南北の扇状地タイプ（図 2参照）の違いに対応して形成されてきた現象であ
り，きわめて興味深い．一方今日の時点からみるならば，すでに小堰田地域の
大部分は消滅しており，成都平原全体が大堰田地域へと変容を遂げてきたこと
に注目しなければならない．それでは，そうした変化が如何にして生じたのか．
それは上述の如く，眠江の河川水が小堰田地域としての北部扇状地の揃江，石
亭江，綿近河等の河川水や地下水資源と交替した結果であって，この点に北部
平原の水田およぴ灌漑水利変容の本質的特徴がある．
ここで，現在の成都乎原およぴ周辺地域に対する都江堰の受益地は人民渠の
延長によって成都乎原を越えて拡大している（後掲図 6参照）．水利をめぐる
地域再編成が如何に巨大な規模で進められたかを読みとれるが，こうした変化
は1950 年代以降に生じたものである．都江堰の総受益面積の動向によって変化
の実態を示すならば，表 1 から確認できるように1940 年代には28. 万由
(18.3 万ha であった面積が， 190 年代では102.9 万由 (6.9 万ha) にまで拡
張している． またこの間の水利の改普を通して水稲，小麦，油菜等の土地生産
性が大きく向上していることも見逃せない効果と言えよう （表 2).
それでは，北部乎原における灌漑水利はどのように変容してきたのであろう
か．以下，三星堆遺跡のある広漢市を対象として検討する．
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表 1 都江堰による灌漑面積の拡大
1940 年代 1960 年代 1980 年代 190 年代
万超 28. 57 687. 0 85. 0 102. 8 
（万ha) 18.4 45.80 57 .20 6.8 
（都江堰展示資料により作成）
表 2 都江堰受益地域における糧油生産量
水稲
194 年 2,85 
196 年 8,136 
2. 三星堆遺跡周辺の灌漑水利変容過程
1) 北部平原と都江堰とのかかわり
単位： kg/ha 
小麦 油菜
1,02 60 
4,395 1,943 
（衰料：表1参照）
眠江の水を灌漑水源とするために都江堰が設置されたのは，紀元前250 年頃
と言われてい 9る．都江堰の受益地は当初大半が成都扇状地に限られていた．た
だし，都江堰からの水利を平原北部に展開しようとする構想は早くから存在し
ていたようである．たとえば『華陽国志・蜀志』によれば「秦漢時代灌漑蜀，
広漢，健為三郡」（灌且都江堰水利志填輯1983) とあり，秦漢の時代に広漢の
名称がみえる．これは成都扇状地の支派川の一つである蒲陽河（眠江）の水を
引いて，蒙陽河（眠江の支流）に合流させ，北部乎原南端部の桃県地域の灌漑
を目指したものである．その際に設けられたのが“官渠堰”である． しかし，
官渠堰は明代嘉靖年間に滸江の洪水により破棄され，その後清代から民国時代
に修復の計画があったが実現にはいたらず，後述するように1950 年代まで本格
的な ない てき る •
1986). 
また，『灌県都江堰水利志』には，唐の徳宗貞元末年（紀元805 年或いはそれ
以降）頃，「漢州維県（現在の広漢市）刺史直士程，修建了“堤堰”“漑田四百
頃＂」とあり，都江堰の用水が広漢にまで引かれた形跡がある．さらに約 80 年
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後の天啓年間 (1621 年-1627 年）には「成都乎原堰数統計，総数608 堰，うち
広州に54 堰」という記載もみられる． しかしながら，都江堰からの灌漑が広漢
に及んだことをより明確に確認できるのはこれ以降の時期である．たとえば，
清・道光年間 (182-5 年）には「都江堰已発展到成都，華賜，漢州，金堂，
双流，新津，新都，新繁，温江，叫県，崇寧，影県，灌県，崇炭州等十四介州
県，灌面達三百万市」，さらに民国26 年 (1937 年）の記録では「都江堰流域川
西十四県灌漑田由統計表，広漢県灌漑面積36,420 市(2,428ha, 県府統計数），
或57,0 由 (3,80ha, 県水利会統計数）」と記されている．
以上のことは，唐代頃には都江堰の拡張が成都扇状地から北部複合扇状地帯
の広漢をも視野に入れるようになり，徐々に強められてきたことを裏付けるも
のであろう． しかし，今 H の広漢市の耕地面積からみれば1937 年当時の都江堰
に関係した灌漑面積は3,80ha にすぎず，きわめて少ないものであった．
2) 伝統的灌漑水利の特徴
それでは，広漢市において従来から続けられてきた水田稲作は，どのような
灌漑水利に依存してきたのであろうか．成都平原の北部では小堰田が一般的で
あったことは前述した通りであるが，さらに詳しくみておきたい．一般的に言
って，灌漑水利の方式が伝統的に形成される際には，水田開発や用水不足等に
より用水需要が逼迫したときと考えられるがその成立時期については不詳であ
る． しかし，『四川省,i 又扶水利屯力志』およぴ『,i 又丑志』に記載された内
容から，その特徴については以下のようにまとめられる．
① 194 年以前の段階で都江堰灌漑区に属していた広漢市の農地（大堰田）は
約 8万市 (5,3ha) で，それらは青白江沿岸の復興，向阻，新豊，万福，三
水等の 5 つの郷に限られていた．この他綿近河の北澤堰系統の農地 3 千由余
（約20ha) が自然流下式の水田であった．
②上記以外の系統の農地40 万市（約26,7ha) については，約12 万由
(8,0ha) が畑地等で，約28 万由が伝統的な水田として維持されていた．こ
のうち 8万由が毎年収穫後の秋に畦を整備し冬に貯水する冬固水田（冬水田，
写真 8), 20 万由余が河川や泉に設罹した265 個所の堰（民堰）およぴ6,0 個
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写真 8 冬水田
写真10 人力脚踏龍骨水車
写真 9 堰水渠と堰泉頭
＇  
グ
9
メ
写真11 牛力水車
写真12 筒車
（写其 8 は第者撮彩，写真 9 -1 は広漢市水利局提供）
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所の泉塘を水源とした水田であって，それらを“小堰田”と総称していた列
③ “小堰田”における灌漑は，冬固水田（冬水田）では冬期に貯めた水を竜
骨車を使って揚水し，民堰や泉塘を利用する場合は人力，牛力，筒車などの水
車による揚水灌漑が主流であった（写真 9, 10, 1). ちなみに，冬水田は水
深が 1-2 m, 泉塘の唐の深さが 3-4 m, 面積は一般に0.4 由 (2. 7a), 大
きいもので 1 由 (6. 7a) 程度であった．なお，馬牧河，鴨子河，石亭河，綿
近河の段丘面においては地下水を水源とする泉堰が148 箇所に設けられ， 10km
以上にわたって導水する例も見られた．
④水車は，水源の種類と位四（田面との比高）などの地域条件に応じて多様
に利用されていたようである．揚程は一般に 3-4 m であったが，水源の位
置と田面との比高が 4-5m に達するような場合は，水車を 2 つから 3 つ連
結することも行われていた．筒車（写真12) は 7-Sm の揚程が可能であっ
て比高差の大きな場所で利用されていた．馬牧河には18 もの筒車が設阻され，
筒車の集中地域を形成していた．
⑤ “小堰田”地域の特徴は「堰渠多，泉塘多，冬水田多，水車多，分水乎梁
多，灌漑水源少，干旱年伶多」であり，水利の不安定さが大きな問題点となっ
ていた．
3) 伝統的灌漑水利から都江堰灌漑下へ
以上のような水利状況を抜本的に改良したのが人民渠灌区水利事業である．
この事業は 7期に分けて実施され，第 1-4 期の事業 (1952-6 年）によっ
て広漢市を含む成都乎原北部が都江堰の受益地として再編成された（図 6 参
照）．対象となった農地面積はこの期の事業のみで179.3 万由 (19,53.
ha) に達した．この事業はまったく新規に企画された構想ではない．前述し
たように，唐代に起源する“官渠堰”の再興あるいは延長という性格をもって
辿められた．“人民渠”という名称は事業完成後の196 年に，昔の“官渠堰”
という呼ぴ方を改めたものである．
事業の骨格は次の二点に要約できる．第 1 に眠江の分流河川である蒲楼河か
ら引いた水を彰県諏家場で堰楊げしたこと，第 2 にそれを標高621.5m の等高
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線に沿って東北方向へ新設した導水路（綿近河までの8km) によ って複合扇状
地上に泣いたこと，である．この方法によって， i前江，石亭江，綿近河等の流
域で利用されていた旧来の諸水源にかわって，水量の豊富な眠江の水を灌漑に
利用する道が開かれた（『灌艮都江堰水利志』1983) .
本事業が農業・農村に及ぽした意義は，人民渠を通して安定した用水が確保
され，かつそれを“自流灌漑" (自然流下の方法で灌漑）ができるように水田
地域を再編成したことにある（写真13, 14, 15). 広漢市水利局での聞き取り
によれば，人民渠からの利水を図るために，従来農民が共有してきた民堰の統
合や人民渠と溜池との連結など多様な再編成が進行した，すなわち， 1957 年ま
でに， 3.4万由 (2, 267ha) の水車灌漑田の解消， 4.2 万由 (2,80ha) の“冬
固水田＂（冬期貯水水田）の改良，そして 30 余万由（約20, Oha) の水田の
灌漑条件が改善された．いっぽう，用水が安定的に供給される見通しがたった
写真13 人民渠 写真14 支線用水路
写真15 末端用水路 写真16 水田（段丘上も水田）
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写真17 湿田
ことによって， 1954-64 年には排水改良の事業も開始され，従前は広範にみら
れた湿田（写真17) の解消が可能となった．広漢市の農村はかくして，一年一
作から一年二期あるいは三期作の農村へと変化した．
4) 河川灌漑水利システムの完成
広漢市における灌漑水利環境は1950 年代に根本的な変化を遂げたが，この間
にすべての問題が解消されたわけではない. 195 年には用水路か らの水淵れや，
上流から下流にわたって広大化した灌漑区を一括管理することの難しさ等が原
因となって，田植えの季節には水不足の問題が生じていた． とくに末流におけ
る水不足問題は用水紛争を多発させ，一部には農民が灌漑区から脱退しようと
する騒ぎにまで発展していたのである 10).
広漢市（当時県）革命委員会はこうした背景から 196 年，人民渠管理所の建
議を受けて，人民渠第 5 期の水利事業を展開した. 1970 - 71 年の工事期間に
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図 6 現代における都江堰の灌漑区域
（都江堰管理局1986 『都江堰』の付図を改変）
30 万人の労働力が投入された本事業の中心は，“楊柳分干支渠" (「干支渠」と
は，等高線に垂直に配置する「干渠」と等高線に乎行に配置する「支渠」の
意）を新たに設けて，人民渠からの利水条件を改普することであった．彰県の
楊柳支渠を起点として，人民渠の南側に1 の人民公社， 41 の大隊を経て末流が
石亭江に至る干渠36.4km が整備された（図 6).
このうち広漢市関係の干渠の長さは2.76km に達した．広漢市における末端
工事内容をみると，同干渠からは12 本の支線用水路が扇状地の勾配に沿って配
匹され，さらに末端混地とむすぶ斗農渠（「斗渠」は等高線に垂直に配慨，「農
渠」は等高線に平行に配置，「毛渠」は等高線に垂直に配置した末端水路）が
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表 3 広漠市における食糧生産の動向
食糧総生産 水稲 小麦 玉米 その他
年次
最（万 t) 面積(ha) 単収(kg/ha) 生産最（万t) 生産鼠（万 t)
1951 1,32 25,02 3,60 9,01 92 304 1,05 
1961 9,12 24,870 2,879 7,159 803 128 1,02 
1965 13,571 26,508 3,981 10,53 1,31 451 1,236 
1970 18,5 26,93 5,38 14,394 2,40 69 1,42 
1975 2,18 34,5 4,56 15,304 3,72 2,06 1,083 
1980 26,08 28,179 5,710 16,089 6,157 2,195 1,625 
1985 26,54 28,01 7,035 19,706 5,03 467 1,340 
198 32,58 26,752 8,271 2,19 8,2 40 1,764 
（資料： 1951-'85 年は r広漢県志』， 198 年は徳悶統計年鑑19 年版）
169 本整備された．これが現在の広漢地域の水田を灌漑している灌漑体系をな
すものである．これによって伝統的な水利施設はほとんど姿を消し，複雑で乱
れた灌漑系統は大幅に改普されるようになった 1). 今回の調査での聞き取りに
よれば（広漢市水利局訪問，李正松，何志中）， 1970 年の楊柳分干渠とその支
線が配置されたことにより，現在広漢市においてはこの方式による有効灌漑耕
地面積は97.8% に達している．
以上みてきたことを総括する意味で，表 3 を掲げておこう．これによると，
広漢市における食糧の総生産量は1951-'98 年の間に約 3 倍に増加している．
人民公社時代末期に一時トウモロコシが急増した例を除くと，主要作物の水稲
と小麦は一貫して生産鼠を向上させてきたことがわかる．水稲の場合で明らか
なように，作付面積は近年減少傾向にあるにもかかわらず，単位面積あたりの
収贔の伸ぴによって生産増加を実現している．これには化学肥料の利用や交雑
品種の導入などの技術改良が直接的要因であるが，そのための基盤整備という
意味で水利改善の効果はきわめて大きかった．また，一部には冬期に湛水が必
要な低湿田も残存するが（写真17 参照），大部分の水田で灌漑水利が改普され
た結果，夏作の水稲のほか冬小麦の生産などの一年二毛作を可能にした．
灌漑水利が末端まで整備されるようになったのは，単純に水問題の解消とい
うということだけを目的としたものではない．集団化による大規模耕作に対応
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するため人民公社時代 (1965 年以降）に，一筆が約2.7 由(18a) 区画 (60mX
30m) の水田になるような耕地の統合試験をすすめていた．そして1970 年の水
利事業の実施と合わせて，耕地整理と地盤の高低を均ー化する事業が進められ，
197 年には4.2 万由の区画整理田が造成され， 198 年までに21. 74万市 (14,93
ha) の区画整理が完了した12). しかしながら，たとえば今後に予想される機
械化に向けて，さらに総合的な甚盤整備（各村の主要幹線道と機械利用の耕作
道の計画，水路，電力，道路，通信等の配備工事）が構想されている．三星堆
遺跡がある南興鎮では，すでに主要幹線道 6条（長さ21km, 幅8m), 砕石道
路6条（長さ1km, 幅6.5m) などの道路計画13) が実施段階に入っている．
3. 現代の直面する課題
• と て
原とくに北部の広漢市において注目される環境史的課題の一端に触れておきた
い．この政策は当初農村経済改革から始まり（広漢市は人民公社解体の実験が
最初に行われた地域である），ついで都市経済改革へと進展する．すでに今日
の状況は，はっきりと都市経済が農村経済を規定するようになり，成都平原の
舞台としての扇状地における自然と人間とのかかわり合いを媒介する基本原理
は，灌漑水利に重点を憫いた事業から，いわゆる都市化対応を甚軸とした方向
に向かいつつある．
たとえば，交通条件に恵まれた地域，あるいは先覚的な農民層を中心に稲作
以上に収益性の高い園芸あるいは花木・苗木栽培，さらには観光農園を営む例
が現れてきている．箪者は現地調査の際，水田から畑地，あるいは非農地への
土地利用転換の景観が，多くの集落で発生してきていることを確認したが14),
三星堆遺跡近くに開館した博物館（写真2, 3参照）も，広い意味では現代農
村の新しい変化を象徴しているように思われる．
上述してきた，古代以来の灌漑水利変容のプロセスは，扇状地の土地開発と
水利の安定化をめざした人間活動と土地自然とのかかわり合いの密接化という
方向をとってきたが，近年では明らかに農業的土地甚盤が減少傾向を示し始め
ている．広漢市の耕地面積は1950 年には51.8 万市 (5.4 由／人）であったが，
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農村改革の段階の1982 年には49.6 万由 (1.8 由／人）となり，改革後の1987 年
には48.0 万由 (1. 市／人），そして195 年には47. 万市 (0.8 由／人）へと減
少傾向にある．こうした課題は中国全体の問題であり，その防止のために政府
は土地管理法 (1986 年）を定め，さらに新土地管理法 (198 年）を定めてこの
対策に乗り出している．とくに新土地管理法制定後は，都市化に伴う耕地減少
に対してはそれを補充する土地政策として「耕地動態平衡」という考え方に沿
った土地保全政策を実施している．
広漢市の場合， 197-20 年間の「耕地動態平衡」の方策案として， (1)
農村集落整備：分散集落（院落）⇒中心集落化（小鎮化）による耕地の捻出
(8郷で計画， うち 4つの郷で実施：中心鎮の人日は70-15 人程度）， (2)
耕地整備：区画の大区画化⇒畦畔整理による耕地拡大， (3) 河川整備：河川
敷の耕地化（人民公社時代の道路を整備することも含む）等を計画，実行に移
しつつある. 201 年までに現在の9.5% の耕地増加が見込まれている．
また同市内の三星堆追跡がある南興鎮15) では，耕地の減少傾向に対して新た
な耕地を創出することによって，“動態的に耕地の平衡をはかる”試みが始ま
っている．土地区画整理（畦畔や道路面積の縮小），復墾（たとえば，レンガ
工場の採土地跡を耕地として回復する），未利用地の開発計画，農家の宅地整
理等がその主要な手段である．このうち農家の宅地整理の動向が注目される．
鎮政府によれば，現在の鎮全体の住民居住地（院落） 1258 個所を201 年までに
90個所に減少させ， 672 市 (4.8ha) の耕地増加を図る計画がある．これが完
了すれば，成都扇状地に特色を添えてきた独特の村落景観も大きく変化してい
くことになる．
むすび
本稿は，現代の巨大都市文明社会における環境形成の動向を，文明（都市）
の発生段階までを視野に入れて相対化してみようという考えのもとに，中国の
• と て 環境史 る
礎的な調査報告である． しかしながら，環境史研究の手法について，十分に意
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を尽くしたうえで取りまとめたものではない．データ収集においても不十分な
ところがあり，とくに本研究のための資料は10 年前の現地調査を甚にしている
ので，最近の急激な社会変化との関係についてはごく一部しかふれることがで
きなかった 16). ただ，本研究は今後長江の中流と下流においてまとめ，比較検
討することを予定しているので，それらの不備は今後の課題としたい．ここで
は結論というより，都市（文明）と農村（稲作）という観点から，若干の環境史的
知見を示し結ぴとしたい．
(1) 成都平原におけるもっとも早期の都市文明（三星堆文明）は，今日の
成都市が位潰する平原の南部ではなく乎原の北部に誕生した．この早期文明の
都市遺跡は扇状地先端部の浸食がすすんだ低地と台地からなる地形環境を巧み
に利用して形成されていた．治水上の安全性確保（防御）と同時に交通上の利
便性確保という点で恵まれた環境を有していた．当時，平原は扇状地形成過程
にあり多くの沼沢地や低湿環境下にあり，その中で稲作が選択的に定着してい
たと推測されるが17), 小河川の流域にあった北部は，南部に比べて洪水の危険
性を回避しやすく，その意味でも稲作には有利な環境下にあったのではあるま
いか． しかし，高度な三星堆文明は稲作のみを直接の基盤としたものではない
であろう．同扇状地が稲作地帯として安定するのははるか後世になってからで
ある．早期都市の成立は周辺地域の稲作のみではなく，他地域の稲作，あるい
は他の畑作や狩猟などの生産要索と結ぴついて， しかも広域的な活動を前提と
して成立したのではあるまいか．
(2) 成都平原では，三星堆文明の消滅と入れかわるようにして，文明の中
心は平原の北部から南部に移動する．そして今B に至るまで成都乎原の中心は
平原の南部に持続してきた．この背景には眠江の治水と利水を安定的にした，
統一秦の治世下における都江堰の建設，そして都江堰からの水利灌漑によって
稲作が発展し，その結果が中心都市成都の発展を促すという関係が構築されて
きた．成都平原における都市の成立のしくみが大きく変化したことを物語る．
一方，成都乎原の北部の場合は，都江堰からの導水は何度も試みられてきたが，
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本格的な実現をみるには新中国の成立時期まで待たねばならなかった．すなわ
ち三星堆遺跡周辺の灌漑水利環境は，南部の成都扇状地が都江堰の灌漑下に入
り安定するようになって以降も，低湿な環境を維持しながら多様な水利施設を
組み合わせて稲作が低生産性のまま近年まで存続してきた．それらを本稿では
伝統的灌漑水利として注目した．三星堆遺跡周辺の灌漑水利という点では第二
段階といえる．
(3) 三星堆追跡周辺地域における水利灌漑の第三段階は，伝統的な灌漑水
利の方式が根本的に変容を遂げる時期である．この期は内容的にはさらに二分
してみることができる．
その前期には，北部地域の灌漑水利が南部の水源である都江堰の灌漑下に入
った. IB米の多様な灌漑水利方式は，社会主義革命後の大規模な水利事業を通
して，扇状地の地形に即した自然流下式の灌漑区域に再編成された．都江堰か
らの導水路を碁軸として幹線事業から支線事業へ，そして末端水路の改普へと
時間をかけて進行した．結果として空間的には成都平原一帯が，都江堰からの
水利システムのもとに同質的な環境をつくりあげるようになった．ただ，灌漑
水利末端の経営は人民公社の下での集団経営に変わったものの，その某での都
市と農村という関係は本質的には変わらず，固定した形で存続した．
その後期は，そのような同質的空間が，新たな分化をみせ始める最近の時代
である．とくに1980 年代前半に進展した農村改革を通して，個別請負制度の導
入がすすみ，農村における商品経済に対する多様な動きが芽生え，農村からの
労働力流出（兼業化や出稼ぎ），稲作から商品作物への転換，郷鎮企業の発展
などの新しい動きがでてきた．また工場建設や商業資本の進出による都市経済
の改革が辿む中で，その影響が農地（水田）の減少，農村における観光（休暇
村）開発，自動車の普及などによる道路整備，農業用水と都市用水の競合，エ
る環境 問題 てきている • 柴192). 広い意味での
都市化に対応した変化が生じてきた．都江堰の水利が都市用水としても重要な
意味を持ち始めている．
成都平原全体としてみると，都江堰からの水利を通して一体化してきた成都
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平原において，南部の成都市が著しい発展をとげ，その影響が南部から北部に
も作用し始めている．環境史的には，成都平原における新しい都市と農村との
かかわりは，これまでの水利の整備による扇状地の生産力化を前提とした自生
的な形から転じ，外部からのエネルギーや資源の注入を通して展開しつつある．
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注：
1) 例えば，徐 (196, 198a), 安田 (20), • 樋口 (20), • 安
田 (204) の著書．
2) 彼は，都市革命に伴う経済的変質について次のように述べている．「西紀前30
年までのエジプト，メソポタミアおよぴインダス流域についての考古学者の記述
は．（中略）索朴な農民共同体ではなく，多様な職業と階級を含む国家の上に集め
る (p.61). 」, 「もはや農具や狩りの道具や，そのほかの家内工業品ではなくて，神
殿の祭器，武器，陶車製土器，宝石細工，およぴ熟練職人によって大屎に生産さ
れたそのほかの製品である．遺跡としては，小屋や農具ではなくて，壮大な墓，
神殿，宮殿およぴ工場などがある．また，そのなかに，（中略）定期的に輸入され
て， B常生活につかわれたすべての種類の外国品をみいだすのである (p.61). 」
3) この「長江文明」はいまから40 年前頃には崩壊し．その延長線上に今日に繋
がる国家として発展することはなかった．この点について安田喜憲氏は．より広
い視野から気候の寒冷化による民族移動説の可能性を示唆しているが，今後の検
る と ている • 安田， 204 : 150-84). 
4) 例えば．伊東 (1985). 筆者もこの問題の重要性について束京の都市発展との関
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連で問題提起した（元木， 207).
5) 環境史については，佐野 (206) による「H本における環境史研究の展開とそ
の課題」が優れている．同氏によると，言葉のルーツは1970 年代にアメリカで確
立された「enviromtal history 」にあり， H本にはその訳語として1980 年代初
頭に紹介された．環境史研究への関心の高まりの背景は環境問題に対する多角的
な関心があり，ひとつの学問分野を超えた幅広い潮流となっている．またアメリ
カの環境史については，小塩 (206) がその「回顧と展望」の中で，その目的が
「自然と人間との間にある変化する関係を検証する」点にあることを明らかにして
いる．池谷 (205) は「人為の加わった里山」を例に挙げて，その管理技術が忘
れられつつあることから，環境史の解明を急がねばならないと提案している．ま
た環境史の考え方は，「環境の歴史学」（妹尾， 20), あるいは「環境歴史学」
（飯沼， 204) としても関心を持たれてきている．
6) 長江文明の研究に先駆けを作られた梅原猛氏は， 70 年前の河姐渡追跡で，洪
水にあった民家が発掘され，その土間のところに稲の束があったのをみて，次の
ように述懐されている．「土間のところに稲の束をおくというのは， H本の農村，
私の育った愛知県知多半島の農村も同じことでして，…私はとたんに子供の頃の
ことを思い出しました．しかも機織りの機械がたくさんあって，どうも土器に盃
のことなんかが書いてある．私の子供の時も稲作と養蚕なんですよ. 70 年も前
に，私の育った H本の農村とほぽ同じ，あるいはそれよりも高い文化があったと
い と • 樋口， 20 : 14-5).
7) 大修館書店『B中辞典』．
8) 成都扇状地全般の地形環境からみた農業立地条件について，以下のような指摘
がある．「地表面の傾斜は上流が大きく，下流で小さい. 10% 前後の扇項部を除く
と，一般的には2.3- 5協である (p.23). (略）このため，自然流下方式の灌漑や
洪水防止に有利である．土壊は肥沃で，水陸がともない，農業生産が豊かであり，
昔から“天府”と言われてきた．河岸の段丘面は平坦で，灌漑に恵まれ，農耕に
適している． （略）このほか沖積扇状地間および扇状地の扇端では，若干の低湿地
があって，そこでは土壌が細かな顆粒状で，地下水位が高<. 湿田，冷湿田，水
温が低<. 排水不良になり，生産量が低い．（低湿田の改良一筆者）は平原の生産
力を向上させる主要な方法の一つである (p.25) 」．（中国科学院成都地理研究所編
1982.) 
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9) こうした農業技術は後漢時代の技術に共通する内容を多分に含んでいるように
思われる．後漢時代の技術について霰窺氏は以下のように記述している．
「四川省出土の陶製水塘模型，水田模型はいずれも後漢時代のもので，その造
形の特徴を分析すると，（略）以下のようないくつかの特徴を見いだすことがで
きる．
第 1 に，水塘（溜池）は排水溝と水匝（水門）等が連通しており（略），陶製
水塘模型には塘内に堤がみられ，右側には排水溝と水匝とがあって，三部分に
区切られている．塘内には魚が泳ぎ，野鴨，蓮の花，小舟が配慨されている．
第 2 に，水田は異なる大きさの小区画に分けられ，田間管理に便利になって
いた．
第 3 に，田には施肥が行われていた．（略）石製彫刻の水塘模型は片側二枚の
水田があり，一枚の水田には，二人の農夫が這いつくばって農作業をしている
ところが描写されている．
第 4 に，冬水泡田（冬季に水田の一部に水を貯え，養魚や翌春の農業用水に
供する）の採用である．（略）この他出土した水田模型と水塘模型をさらに観察
すると，次のことがいえる．当時の用水管理はすでにたいへん成熟した経験を
積んでおり，大部分の稲田が用水溝と水塘を相互に連動させ，水匝によって調
整制御され，農業用水が保証されていたばかりでなく，洪水期の水害防止にも
役立っていた．」（霰， 19).
10) , 漢只志編築委員会192 : 26. 
1) 前掲10), 27. 
12) 前掲10), 28. 
13) この他，鎮全体では支線水路が 4 条，斗口（斗門，チェックゲート） 46 ヶ所，
全長20. 9km, 民堰 2 ヶ所，加えて蒙悶河上にある機械掘井戸72 ヶ所，揚水灌漑の
援助等により，鎮全体15 ヶ村， 142 ヶ所の村民グループの水源を解決して，鎮全体
の食糧増産 産を図る. 0 号水路；本鎮の農勝村 4組，膨州市蒙陽郷との境界か
ら引き入れ（全長6.8km) にわたって，本鎮の農勝村，南興村，仁壽村の570 市
(380ha) の糧田を灌漑する. 1 号幹線水路；膨州市と郷蒙橋の下方で全長10.5km
にわたり，膨州市蒙隅鎮13 ヶ村の支線から束和村へ引き入れ，東和村，石材村，
安楽村，義和村，仁義村，双喜村の17,0 市 (1, 13ha) の糧田（耕地）を灌漑し
て，西外郷双柏村から排水. 2 号支線用水路；三星村青龍包にあり全長1.6km. 三
18 立正大学経済学季報第59巻4号
星村，真武村，回龍村の3,60 市 (240ha) の糧田を灌漑する．同興渠（新都県利
己郷）；青白江から引水する全長2.6km の水路．農興村から楊柳堰と合流し，農勝
村，農興村，仁壽村の旧田補水を行い，新豊郷双棟村から排水する．楊柳堰と羅
家堰；蒙陽河を横切り，井岡村，安楽村の18田補水を行う．今後は新たに 2本の
灌漑用水路 (5km) を新改築すること，およぴ井岡村蒙陽河北岸で洪水防止のた
めの堤防 (10m) を造る予定（南興鎮政府公表資料）．
14) 筆者の19, 20 年の現地調査時の観察による．
15) 鎮の総土地面積は32.4 畑，真武村，三星村，回龍村，束和村，石林村，安楽村，
義和村，仁義村，双喜村，井岡村，安楽村，農勝村，農興村，南興村，仁壽村の
15の行政村で構成されている. 19 年度初めの総人口は30,416 人，そのうち農業
人J.] が27,49 人 (90.4%) を占める．総耕地面積は32,150. 由 (2143.ha) で，
1人乎均耕地面積は1.06 市 (0. 07ha) である. 19 年現在，水稲作付面積1,83.0
ha, 水稲総生産最15,90. Ot, 水稲の単収8,27kg/ha であり，広漢市農業の特色
が典型的に現れている稲作農村である．
16) 最近の成都乎原の変貌の実態については，石原編 (201) が多方面から詳細な
記録を残しており，参考になる．
17) 乎原の形成過程では，今Bわれわれがイメージする乾燥な土地環境ではなく，
かなり広い範囲に水域が存在していた（李192).
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